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Research Abstract

1)S-D種雄性ラットの左中⼤脳動脈をナイロン⽷を⽤いて塞栓し、脳梗塞を作成した。その結果、ラット膀胱容量は有意に減少し(排尿反射の亢進)、梗塞作成2週
後には偽⼿術ラットの2分の1以下になった。排尿反射の亢進は梗塞作成後4カ⽉の時点でも認められた。脳梗塞作成から4カ⽉経過後膀胱を摘出し、Magnus法に準
じ利尿筋切⽚の薬理学的検討を⾏った。その結果、膀胱平滑筋細胞のチャンネル機構の障害あるいは収縮要素⾃体の障害が存在し、レセプターを増加させることで
収縮⼒を補っている可能性が⽰唆された。 
2)グルタミン酸のNMDA受容体拮抗剤であるMK-801を脳梗塞ラットに静脈内投与すると、覚醒下では膀胱容量の減少を、ウレタン⿇酔下では増⼤をみとめた。偽
⼿術ラットではウレタン⿇酔下⾼濃度のMK-801でないと膀胱容量の増⼤がみられなかった。脳梗塞ではNMDA受容体とAMPA/kainate受容体を共に遮断すること
で亢進した排尿反射の抑制が得られると推測された。 
3)脳梗塞後側脳室内にカルシウム拮抗剤を投与すると膀胱容量の増⼤が得られたが、最⼤膀胱収縮圧、残尿量は変化がみられなかった。偽⼿術ラットでは膀胱容量
はほとんど変化が認められなかった。脳梗塞状態では、カルシウム拮抗剤は中枢に作⽤して排尿反射を抑制する効果があると思われた。 
以上より、脳梗塞ラットには排尿反射の亢進がみられるが、⻑期にわたり反射が亢進していても膀胱利尿筋に⽣ずる変化は⽐較的軽度であると思われる。また、排
尿中枢における刺激伝達系にはグルタミン酸が関与しており、カルシウム拮抗剤は、NMDA受容体を介するカルシウムの流⼊を抑えることで、あるいは脳⾎流を改
善することで亢進した排尿反射を抑制すると考えられる。
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